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� （写真・文 太田祥作）タガメ　（学名：Kirkaldyia deyrolli）
【カメムシ目コオイムシ科】

　タガメは日本最大の飛
ひしょう

翔する水
すい

生
せい

昆
こんちゅう

虫として有
ゆう

名
めい

です。鎌
かまじょう

状の前
まえ

脚
あし

はエサを捕
と

らえるために大
おお

きく
発
はっ

達
たつ

しており、これでフナやドジョウ、カエル、ときにはヘビや小さなカメすらも仕
し

留
と

めることがで
きます。タガメは捕らえたエサに針

はりじょう

状の口
くち

を突
つ

き刺
さ

し、消
しょうか

化液
えき

を注
ちゅう

入
にゅう

して食
た

べてしまいます。
　タガメは、オスが卵

たまご

を世
せ

話
わ

することで知
し

られています。交
こう

尾
び

後
ご

、メ
スは水

すい

上
じょう

に突
つ

き出
で

た植
しょくぶつ

物によじ登
のぼ

って卵を産
う

みつけると、あとはどこ
かへ行

い

ってしまいます。一
いっ

方
ぽう

、オスは、卵が乾
かわ

かないよう水
みず

を与
あた

えた
り、上

うえ

から覆
おお

いかぶさって卵を保
ほ

護
ご

したりと、卵がふ化
か

するまで甲
か

斐
い

甲
が

斐
い

しく面
めん

倒
どう

を見
み

ます。タガメの寿
じゅみょう

命は一
いち

年
ねん

で、オスのこうした行
こう

動
どう

は梅
つ

雨
ゆ

時
どき

に観
かん

察
さつ

できます。幼
ようちゅう

虫は秋
あき

のはじめごろに羽
う

化
か

して成
せい

虫
ちゅう

とな
り、そのまま冬

ふゆ

を越
こ

します。
　タガメは全

ぜん

国
こく

的
てき

にも数
かず

が少なく、珍
めずら

しい昆虫です。減
げんしょう

少の理
り

由
ゆう

には、圃
ほじょう

場整
せい

備
び

や農
のう

薬
やく

散
さん

布
ぷ

など、近
きん

代
だい

的
てき

な稲
いな

作
さく

農
のう

法
ほう

への変
へん

化
か

や、ブラックバスのような外
がい

来
らい

種
しゅ

の増
ぞう

加
か

が関
かん

係
けい

していると言
い

われています。
　只
ただ

見
み

町
まち

のタガメは2022年に生
せい

息
そく

が確
かく

認
にん

されました。しかし、奥
おく

会
あい

津
づ

地
ち

域
いき

では今
いま

のところ只見町
でしか見つかっていない上、町

ちょうない

内でも生息場
ば

所
しょ

は数
すう

ヶ所
しょ

に限
かぎ

られています。また、タガメはどちらか
と言えば平

へい

地
ち

の昆虫で、山
さん

間
かん

地
ち

域
いき

での生息は珍しく、貴
きちょう

重な存
そん

在
ざい

です。
　タガメは餌に多くの水生生物を必

ひつ

要
よう

とするため、その存
そん

在
ざい

は、只見の水
みず

辺
べ

環
かんきょう

境の豊かさを象
しょうちょう

徴して
いると言えるでしょう。

▲タガメの成虫（９月撮影） ▲ 水面下の幼虫。前脚にはすでに立派なカマを備えている
（７月撮影）

〈参考〉太田祥作（2023）只見町でタガメの棲息を確認.�ふくしまの虫,�40：14-15.

▲ 卵を守るオス（６月撮影）

下記イベントを開催しております。詳細は只見町ブナセンター（電話0241－
72－8355）までお問い合わせください。

企画展「誕生から10年。只見ユネスコエコパークの
　　　　　　　　　ここまでを振り返り、これからを考える」
会期：2024年4月27日（土）～9月1日（日）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからのお知らせ
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